
浸水した家屋の衛生対策と消毒 

 

家屋が浸水した場合は、細菌やカビが繁殖しやくすくなり、感染症にかかるおそれがあるため、

清掃・乾燥や必要に応じて消毒することが大切です。 

 

○屋内 

 内  容 注意事項 

清 

掃 

・ 

乾 

燥 

・換気の実施 

・破片や汚泥の除去 

・床、壁、金属部分、調理台は水と石鹸（洗濯石鹸・食器用洗

剤）で洗浄、雑巾で水拭き 

・食器類や調理器具は水洗いして洗浄 

・食器棚や冷蔵庫は汚れをきれいにふき取り 

・浸水した布類の洗濯・乾燥 

・洗うことのできない家具（カーペット等）の撤去 

※清掃・乾燥が不十分の場合、消毒の効果が期待できないため、

徹底して行う。 

・カビを防ぐため 30 分以上換

気する。 

・けがを防ぐため厚手のゴム手

袋・長靴、ほこりを吸い込まな

いためマスクを着用して清掃を

行う。（あればゴーグルも着

用） 

・清掃時に着装していた衣類

は他の衣類とは別に洗濯する。 

消 

毒 

・【参考:薬品の使用方法】により消毒する。 

※屋内（汚水に使った壁面や床、家財道具）、食器類、流し

台、浴槽部分の消毒は原則、家主が行い、市は助言・支援を行

う。 

※塩化ベンザルコニウム、次亜塩素酸ナトリウムは原則、家主がド

ラッグストア等で購入し用意する。 

・食品を取り扱う場所、子ども

が遊ぶ場所の表面は重点的に

消毒する。 

・ゴム手袋・長靴、マスク、ゴー

グルを着用して消毒を行う。 

 

○玄関・土間・屋外等(原則、屋外（庭・外構）や床下への消毒は不要) 

 内  容 注意事項 

清 

掃 

・ 

乾 

燥 

・敷地内の土砂等の除去、水道水で洗浄、乾燥 

・庭木や外壁についた泥を洗浄 

・床下換気口のごみの除去 

・床下の汚泥の除去、水道水で洗浄、乾燥 

※必要に応じて水抜きを行う。 

※清掃・乾燥が不十分の場合、消毒の効果が期待できないため、

徹底して行う。 

・けがを防ぐため厚手のゴム手

袋・長靴、ほこりを吸い込まな

いためマスクを着用して清掃を

行う。（あればゴーグルも着

用） 

・清掃時に着装していた衣類

は他の衣類とは別に洗濯する。 

消 

毒 

・【参考:薬品の使用方法】により消毒する。 ・ゴム手袋・長靴、マスク、ゴー

グルを着用して消毒を行う。 



参考 薬品の使用方法 

○屋内 

対象物 消毒薬 調整方法 使用方法 

屋内（汚水に浸かった

壁面や床、家財道具） 

0.1％塩化ベンザルコニ

ウム（逆性せっけん） 

10%塩化ベンザルコニ

ウム 5ml に 500ml の

水を加える。 

希釈例）ペットボトルの

キャップ（4~5cc）1

杯を水 500ml に加え

る 

①泥などの汚れを洗い

流すか、雑巾などで水

拭きしてから、十分に乾

燥させる。 

②調整した液を浸した

布などでよく拭く。 

食器類、流し台、浴槽 0.02％次亜塩素酸ナ

トリウム（家庭用塩素

系漂白剤でも可） 

市販の物を使用する。

説明書通りに使用す

る。 

希釈例）ペットボトルの

キャップ（4~5cc）1

杯を水 1L に加える※

0.025%希釈液になる 

食器等を水洗いした

後、消毒液に 10 分以

上浸し、自然乾燥させ

る。なお、アルミ、銀、鉄

などはさびるので使用し

ない。（家庭用塩素系

漂白剤を使用した場合

は、水ですすぐ。） 

【使用基準】 

・消毒液の代わりに消毒用アルコール（アルコール濃度 70％以上）も使用できる。 

・汚染の程度がひどい場合、長時間浸水していた場合は、できるだけ次亜塩素酸ナトリウムを使用する。 

・対象物が、色あせ、腐食などにより次亜塩素酸ナトリウムが使用できない場合は、アルコール、塩化ベンザル

コニウムを使用する。 

 

○玄関・土間・屋外等 

対象物 消毒薬 調整方法 使用方法 

屋内（玄関や土間、乾

燥しにくい床下）及び

屋外（し尿槽や下水が

あふれた場所、氾濫した

汚水が付着した壁面、

壁面） 

クレゾールせっけん液 クレゾールせっけん液

30ml に水を加えて 1L

とする。 

家屋の周りはじょうろや

噴霧器などでぬれる程

度に散布する。壁面

は、手袋を使用し、泥な

どの汚れを水で落として

から、消毒液を浸した布

などでよく拭く。 

または、噴霧器で噴霧

する場合は、ぬれる程

度に噴霧する。 

オルソ剤 オルソ剤 20ml に水を

加えて 1L とする。 



 

【注意事項】 

・取り扱う際には、長袖、長ズボン、マスク、ゴーグル、ゴム手袋を着用し、皮膚や目にかからないように注意す

ること。 

・皮膚についた場合は、大量の水と石鹸でよく洗い流す。目に入った場合は、流水で 15 分以上洗い流し、医

師の診察を受けること。 

・使用する直前に希釈し、希釈濃度を守ること。 

・他の消毒薬や洗剤などと混合しないこと。 

・他の容器に移して保管しないこと。 

・浄化微生物に影響を及ぼすので、浄化槽には散布しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半田市福祉部健康課 


